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1.　 前報＊では，住宅内の固有室名としてのDEN に

関する一般論的な定義を求め，その本質の大要をつかん

だが，なおその住居史的始源については明らかにナるこ

とができなかった。ついで現代米国の雑誌・作品集等よ

りDEN をもつ住宅の平面を200  以上 蒐集し， 住生活

学的見地よりその類別をえたことを報告した。

2. 本報では,   DEN のもつ問題点を明らかにするた

めに，我国の建築学協会所属の建築家お よび研究者40

名,  DAS 所属 の20  名， 米国ではA.  I. A. 所属の建築

家20  名を無作為でえらびアンケートを試みた結果を述

べる。

3.　本小論の結論は，次の通りである。

i)DEN は， 英国近世の民家にオリジンがあると考え

られる。(小規模の酒蔵・食料 庫 としてのCeller と同

種)＊＊

ii)米 国では，英国移民の農場主の邸宅で使われ始めた

が，これが地域的に社会的地位の象徴になった。その後

大衆化し,   DEN の本質的な閉鎖性までが失われ，現在

では格をあげるため建売り住宅の予備室的なものにまで

室名として用いられている。(詳細別示)

iii)脱工業化時代の住宅の創造にむかって,あ る類型の

茶室と同様にDEN につ い ても本質的な再検討が必要

である。

* 同題－その1, 日本家政学会第21 回総会発表S44.
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＊＊ 旧蔵前高等工業学校，松田松イソ先生住宅論ノート

(小林清氏提供)


